
●
特
集
●
建
築
と
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
新
た
な
動
向
│
│
第
28
回
全
国
研
究
集
会
か
ら
●

06

●1301

●
建
築
と
ま
ち
づ
く
り
●No.415

●

07

リ
ー
で
再
生
事
業
を
進
め
て
い
る
。

【
1
】
先
行
整
備
地
区
（
以
下
、
先

行
地
区
）
に
お
い
て
共
同
建
替
え
に

よ
る
住
宅
の
再
建
と
生
活
道
路
の
一

体
的
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

各
世
帯
の
住
宅
再
建
の
選
択
肢
（
現

維
持
、
切
取
補
修
、
個
別
再
建
、
共

同
住
宅
取
得
入
居
、
共
同
住
宅
賃
貸

入
居
、
転
出
）
を
広
げ
、
世
帯
に
よ

っ
て
異
な
る
意
向
と
条
件
（
収
入
な

ど
）に
あ
わ
せ
た
参
加
を
保
証
す
る
。

【
2
】
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
建

設
す
る
共
同
住
宅
に
は
、
み
ず
か
ら

所
有
し
て
暮
ら
す
住
戸
と
、
行
政
が

所
有
者
か
ら
二
十
年
間
借
り
上
げ
て

世
帯
収
入
に
応
じ
た
家
賃
で
従
前
居

住
者
に
転
貸
す
る
住
戸
（
民
間
建
設

型
都
市
再
生
住
宅
）
と
を
用
意
し
、

年
金
暮
ら
し
で
も
こ
れ
ま
で
の
近
隣

関
係
を
維
持
し
て
地
域
に
住
み
続
け

ら
れ
る
選
択
肢
を
用
意
す
る
。ま
た
、

余
剰
住
戸
を
分
譲
し
て
新
住
民
の
受

け
入
れ
を
図
る
。

【
3
】
先
行
地
区
以
外
で
は
、
そ
も

そ
も
の
空
地
空
家
や
先
行
地
区
に
建

設
さ
れ
る
共
同
住
宅
へ
の
転
居
後
の

跡
地
を
活
用
し
て
、
敷
地
を
買
い
増

し
て
の
個
別
再
建
や
切
り
取
り
補
修

で
の
再
建
、
余
剰
宅
地
を
分
譲
し
て

の
新
住
民
の
受
け
入
れ
を
は
か
る
。

先
行
す
る
中
町
西
部
地
区
で
の

共
同
建
替
え

　
現
在
は
、
先
行
地
区
で
あ
る
中
町

西
部
地
区
（
約
〇
・
四
㌶
）
に
お
い

て
共
同
建
替
え
の
合
意
形
成
が
な
さ

れ
、
平
成
二
十
五
年
三
月
竣
工
に
向

け
て
、
共
同
住
宅
、
戸
建
住
宅
、
車

庫
、
中
町
自
治
会
公
民
館
及
び
曳
山

会
館
、
地
蔵
尊
、
街
区
内
道
路
の
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
事
業
施
行
者
は
、
地
権
者
の
呼
び

か
け
に
応
え
た
複
数
の
地
元
宅
建
業

者
が
新
会
社
を
設
立
し
て
担
い
、
竣

工
後
は
、
民
間
建
設
型
都
市
再
生
住

宅
の
区
分
所
有
者
と
し
て
共
同
住
宅

の
管
理
組
合
に
加
わ
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
支
え
る
予
定
で
あ
る
。

共
同
建
替
え
の
特
徴

①
存
置
・
戸
建
再
建
も
共
同
建
替
え

　
存
置
も
戸
建
再
建
も
共
同
建
替
え

の
選
択
肢
と
位
置
づ
け
、
意
向
と
条

件
に
あ
わ
せ
た
再
建
を
実
現
。

②
公
民
館
と
曳
山
会
館
の
再
建

　
老
朽
化
し
た
自
治
会
公
民
館
と
曳

山
収
蔵
庫
も
再
建
。
自
治
会
活
動
の

拠
点
確
保
と
活
性
化
に
期
待
。

③
地
蔵
尊
の
集
約
再
建

　
地
区
内
に
点
在
す
る
お
地
蔵
さ
ん

・
観
音
様
の
集
約
再
建
に
よ
り
、
継

続
的
お
世
話
の
条
件
整
備
。

④
先
行
地
区
以
外
か
ら
の
先
行
入
居

　
戸
建
再
建
が
前
提
と
な
る
先
行
地

区
以
外
の
居
住
者
に
も
事
前
に
声
を

か
け
、
集
合
住
宅
入
居
希
望
者
を
受

能
性
が
あ
る
重
点
的
に
改
善
す
べ
き

密
集
市
街
地
）
の
調
査
の
結
果
、
曳

山
の
通
る
県
道
よ
り
浜
側
約
四
㌶
の

区
域
が
富
山
県
内
で
唯
一
の
抽
出
地

区
と
し
て
平
成
15
年
に
国
か
ら
公
表

さ
れ
、
平
成
18
年
よ
り
住
民
と
行
政

が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
改
め
て
修
復
型

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
て

い
る
。「
多
世
代
が
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち・放
生
津
」
を
目
標
と
し
て
、

サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
①
高
齢
者
の
安
心

居
住
、
②
子
育
て
世
帯
の
定
住
、
③

自
然・文
化
の
継
承
を
掲
げ
て
い
る
。

住
ま
い
の
再
建
と
生
活
道
路
の
整
備

　
狭
い
地
先
道
路
の
た
め
自
宅
近
く

に
車
庫
を
確
保
で
き
な
い
、
除
雪
車

が
入
ら
な
い
、
救
急
車
が
家
の
前
ま

で
来
な
い
と
い
う
状
況
は
、
子
育
て

世
帯
に
と
っ
て
も
高
齢
者
世
帯
に
と

っ
て
も
日
常
の
住
み
づ
ら
さ
と
緊
急

時
の
不
安
を
募
ら
せ
、
人
口
減
少
に

拍
車
を
か
け
て
き
た
。
ま
た
、
接
道

条
件
が
悪
く
、
間
口
の
狭
い
敷
地
で

は
住
ま
い
の
建
替
え
も
ま
ま
な
ら
ず
、

空
家
と
な
っ
た
木
造
住
宅
は
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
今
に
も
瓦
が
落
ち
そ
う

な
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
密
集
市
街
地
の
再
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
物
理
的
条
件
か
ら
住
ま

い
の
再
建
と
生
活
道
路
の
整
備
が
同

時
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
地

区
で
は
、
老
朽
住
宅
の
買
収
除
却
な

ど
の
建
替
え
支
援
と
地
区
施
設
の
整

備
を
行
政
の
責
任
で
行
い
な
が
ら
、

住
民
合
意
の
も
と
、
以
下
の
ス
ト
ー

旧
新
湊
の
中
心
市
街
地
の
再
生

　
万
葉
の
時
代
か
ら
地
名
が
現
れ
る

放
生
津
は
、
漁
業
や
北
前
船
を
も
と

に
発
展
し
て
き
た
ま
ち
で
、
か
つ
て

は
旧
新
湊
市
の
中
心
市
街
地
と
し
て

栄
え
、
漁
船
が
係
留
さ
れ
た
内
川
や

ま
ち
か
ど
の
地
蔵
尊
、
平
入
り
黒
瓦

の
屋
並
み
に
十
三
本
の
曳
山
が
映
え

る
歴
史
あ
る
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
、
歴
史
的
に
大
火
を
起
こ

さ
な
か
っ
た
こ
と
で
昔
な
が
ら
の
狭

い
道
路
と
細
切
れ
の
敷
地
割
り
を
残

す
放
生
津
地
区
（
約
八
㌶
）
は
、
若

年
層
の
転
出
に
よ
る
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
顕
著
と
な
り
、
海
辺
の
ま
ち

な
ら
で
は
の
壁
を
隣
り
あ
わ
せ
た
木

造
住
宅
の
老
朽
化
も
著
し
く
、
ま
ち

の
活
力
が
低
下
し
て
、
内
川
を
挟
ん

だ
対
岸
の
商
店
街
も
風
前
の
灯
火
と

な
っ
て
い
る
。

　
幾
度
と
な
く
再
開
発
の
計
画
が
持

ち
上
が
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
に
よ
る
共
同
住
宅
の
建
設
案
が

示
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
た
び
に

地
元
住
民
か
ら
反
対
の
声
が
起
こ
り
、

現
状
を
維
持
し
て
き
た
と
聞
か
さ
れ

て
い
る
。

　
時
が
た
ち
、
い
よ
い
よ
ま
ち
の
存

続
継
承
に
危
機
感
を
募
ら
せ
る
中
、

阪
神
淡
路
大
震
災
を
へ
て
全
国
で
行

わ
れ
た
重
点
密
集
市
街
地
（
地
震
時

な
ど
に
お
い
て
大
規
模
な
火
災
の
可

丸
山
豊

ま
る
や
ま
・
ゆ
た
か

ま
ち
づ
く
り
研
究
所

新
建
東
京
支
部 

中
野
健
司

な
か
の
・
け
ん
じ

新
建
築
設
計
事
務
所

新
建
富
山
支
部 

共
同
建
替
え
を
柱
に
す
え
た

密
集
市
街
地
の
総
合
的
再
生

富山新聞2012年9月8日朝刊1面より まちづくりの目標
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計
段
階
で
全
入
居
者
（
中
町
西
部
地

区
か
ら
六
世
帯
、
先
行
地
区
以
外
か

ら
二
十
世
帯
、
射
水
市
内
か
ら
二
世

帯
）
が
決
定
し
た
。
共
同
住
宅
の
余

剰
住
戸
の
分
譲
に
よ
り
、
新
住
民
の

呼
び
戻
し
を
は
か
る
と
い
う
当
初
の

目
論
見
は
十
分
に
は
果
た
せ
な
か
っ

た
が
、
共
同
住
宅
が
竣
工
し
た
あ
か

つ
き
に
は
、
戸
建
て
用
地
二
宅
地
の

分
譲
募
集
を
行
い
、
さ
ら
に
新
し
い

世
帯
の
転
入
を
は
か
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
は
、
も
う
一
つ
の
先
行
地
区

で
あ
る
奈
呉
町
第
一
街
区
で
の
共
同

建
替
え
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

先
行
地
区
以
外
に
お
け
る
戸
建
再
建

と
生
活
道
路
の
一
体
的
な
整
備
の
進

め
方
を
検
討
し
、
余
剰
宅
地
を
活
用

し
て
若
年
層
の
呼
び
戻
し
を
は
か
る

課
題
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

空
き
家
の
活
用
と
景
観
形
成

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
手
法
に

よ
り
、
重
点
的
に
住
ま
い
と
住
環
境

の
改
善
に
取
り
組
む
の
は
県
道
よ
り

浜
側
の
区
域
で
あ
り
、
曳
山
の
通
る

県
道
沿
い
の
区
域
で
は
、
多
く
の
木

造
住
宅
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

手
法
と
は
違
う
、
平
入
り
の
屋
並
み

が
美
し
い
既
存
建
物
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
構
想
し
て
い
る
。

　
そ
の
取
り
か
か
り
と
し
て
、
防
災

ま
ち
づ
く
り
検
討
会
に
景
観
部
会
を

設
置
し
、
県
道
北
側
の
N
T
T
柱
の

裏
配
線
化
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

地
元
建
築
士
の
協
力
も
得
て
、
曳
山

の
映
え
る
ま
ち
な
み
形
成
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
を
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
、

リ
フ
ォ
ー
ム
や
空
き
家
活
用
と
修
景

を
結
び
つ
け
、
新
住
民
の
転
入
も
は

か
り
、
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

N
P
O
法
人
を
設
立
し
て
、
富
山
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
ま
さ
に
決
断
さ
れ
た
。

　
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢

者
の
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
障

が
い
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
を
一
緒
に

見
て
い
く
、
富
山
発
の
地
域
共
生
ケ

ア
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
共
同
住
宅

や
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
（
通
所
介
護
、
安
否
確
認

・生
活
相
談
、入
浴
支
援
、食
事
提
供
、

地
域
の
茶
の
間
提
供
な
ど
）
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
自
主
事
業
と
し
て
乳

幼
児
や
学
童
の
一
時
預
か
り
も
行
い
、

子
育
て
世
帯
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
端
を
担
い
、
若
年
層
の

呼
び
戻
し
を
は
か
ろ
う
と
夢
が
広
が

っ
て
い
る
。

　
開
設
準
備
を
進
め
て
い
る
メ
ン
バ

ー
の
も
と
に
は
、
地
域
住
民
か
ら
期

待
の
声
が
届
い
て
い
る
が
、
あ
わ
せ

て
一
緒
に
働
き
た
い
と
の
声
も
届
い

て
お
り
、
地
域
の
職
場
づ
く
り
と
し

て
の
意
味
も
出
て
き
て
い
る
。

戸
建
て
再
建
と
若
年
層
の
呼
び
戻
し

　
射
水
市
に
よ
り
十
八
戸
が
転
貸
さ

れ
る
こ
と
、
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
併
設
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
全
二

十
八
戸
＋
一
施
設
の
共
同
住
宅
は
設

⑩
津
波
避
難
ビ
ル
の
協
定

　
竣
工
後
は
、
射
水
市
と
津
波
避
難

ビ
ル
の
協
定
を
結
ぶ
予
定
。
福
祉
施

設
と
合
わ
せ
て
小
地
域
福
祉
活
動
・

地
域
防
災
の
拠
点
に
。

地
元
住
民
に
よ
る
支
え
合
い
の

体
制
づ
く
り

　
近
所
に
認
知
症
が
出
始
め
た
人
が

い
る
。
ず
っ
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
き

た
地
域
の
仲
間
と
し
て
、
私
た
ち
で

面
倒
を
見
て
あ
げ
た
い
。
そ
ん
な
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
明
日
は
我
が
身

で
あ
る
。
住
ま
い
と
生
活
道
路
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
支
え
る
ソ
フ
ト
な
体
制
整
備
が
切

実
に
望
ま
れ
て
い
る
。

　
共
同
住
宅
の
一
階
に
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
支
え
る
事
業
所
を
併
設
で
き

な
い
か
と
考
え
、
社
会
福
祉
法
人
な

ど
に
声
を
か
け
る
中
、
富
山
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
集
ま
り
の
席
で
、

後
押
し
す
る
か
ら
地
元
で
運
営
を
し

て
は
ど
う
か
と
お
尻
を
叩
か
れ
た
。

本
当
に
地
域
で
運
営
し
て
い
け
る
の

か
、
四
つ
の
地
元
自
治
会
で
構
成
さ

れ
る
放
生
津
地
区
防
災
ま
ち
づ
く
り

検
討
会
の
福
祉
部
会
で
検
討
し
た
結

果
、
長
年
民
生
委
員
を
さ
れ
て
き
た

方
を
中
心
に
、
地
元
有
志
に
よ
っ
て

け
入
れ
る
。
自
由
設
計
、
強
風
や
積

雪
へ
の
強
さ
、
福
祉
施
設
の
併
設
、

地
区
内
で
の
居
住
継
続
が
人
気
。

⑤
地
域
共
生
型
福
祉
施
設
の
併
設

　
四
割
を
超
え
る
高
齢
者
と
、
転
入

を
は
か
り
た
い
子
育
て
世
代
の
暮
ら

し
を
支
え
る
地
域
密
着
施
設
と
し
て
、

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
併
設
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て
も
機
能
。

⑥
各
戸
自
由
設
計
、
ペ
ッ
ト
も
可

　
自
己
利
用
住
戸
は
完
全
自
由
設
計

で
、
賃
貸
住
戸
は
標
準
間
取
り
の
変

更
で
。
ペ
ッ
ト
可
の
合
意
形
成
。

⑦
通
り
抜
け
バ
ル
コ
ニ
ー

　
高
齢
者
が
多
く
、
避
難
ハ
ッ
チ
は

非
現
実
的
。
通
り
抜
け
バ
ル
コ
ニ
ー

で
避
難
通
路
と
ご
近
所
づ
き
あ
い
を

維
持
。
西
日
対
策
の
シ
ェ
ー
ド
や
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
吊
り
や
す
い
仕
掛
け

を
用
意
。

⑧
豊
富
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

　
集
会
室
、
屋
外
テ
ラ
ス
、
屋
上
テ

ラ
ス
、
各
階
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
豊

富
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
。
併
設

さ
れ
る
福
祉
施
設
も
居
場
所
の
ひ
と

つ
。

⑨
景
観
へ
の
配
慮

　
平
入
り
の
屋
根
並
み
に
あ
わ
せ
た

瓦
屋
根
な
ど
。

中町西部地区の事業イメージ 中町西部地区への入居世帯数

〈先行地区以外〉まちづくりのすすめ方 全住宅44戸のうち居住14戸→戸建2戸（＋1戸）、共同住宅6戸、
転出6戸

道路・広場等の整備、宅地の分譲、駐車場の確保 中町西部地区の共同建替え計画

共同住宅の住戸と福祉施設


